下肢や体幹の支持性が低下した患者の自立を促す車椅子移乗動作　―車椅子の形状の違いによる移乗動作分析― by 月田, 佳寿美 et al.
－74－ 
福井大学重点研究 「競争的配分経費」 
下肢や体幹の支持性が低下した患者の自立を促す車椅子移乗動作 
－車椅子の形状の違いによる移乗動作分析－ 
研究代表者：月田 佳寿美（医学部看護学科、講師） 
   電話：0776-61-8559、メールアドレス：tsuki@u-fukui.ac.jp 
共同研究者：吉川 日和子（医学部看護学科、助教）、酒井 明子（医学部看護学科、教授） 
      松葉 ひとみ、寺下 智章（福井温泉病院） 
概   要 本研究は，標準型と着脱型という車椅子の形状の違いによる患者と介助者の身体的負担と
安心感，そして安全と患者の自立について明らかにするものである。第一段階として，病院に勤務する
看護師，ヘルパー，理学療法士を対象とした移乗に関するアンケートを実施，第二段階として，移乗に
全面的な介助を必要とする患者 5 名を対象に，標準型と着脱型で移乗の二次元動作解析とアンケートを
実施した。第一段階の結果は，一人介助での移乗回数はヘルパーが最も多く，一日平均 8.40 回，足位置
は中足法が多かった。ひやっとした経験は，フットレストと患者の下肢のぶつかりが多かった。第二段階
の結果は，標準型と着脱型で移乗時間，患者・介助者の立ち上がりの高さに有意差はなかった。移乗動
作主観得点(以下 TSS とする)も有意差はなかった。介助者へのアンケートでは，4 名が違いがあったと
答え，その内容はフットレストや肘掛けがないので移乗しやすかったという意見が多かった。患者の自
立に向けた援助として，移乗の前の説明，立ち上がりの合図などは行われていたが，介助者が患者の体
重を大腿前面で受けて，持ち上げて移動する方法が多く，介助者の身体的な負担が大きいと考えられた。
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移乗動作の研究は，介助者の足位置や車椅子と
ベッドの設置角度の違いによる介助者の腰部負担
に着目したものが多い。足位置は中足法，車椅子
の設置角度は 30～45 度が，介助者の筋負担が少な
いとされている。2000 年以降は，二次元・三次元
動作解析による研究が増えており，中村ら（2007）
は動作解析に基づく新しい移乗方法を開発してい
る。 
安全で患者・介助者共に負担の少ない移乗技術
を開発するためには，テクニックと道具の工夫，
そして患者の自立を促すことが重要であると考え
る。今回研究に使用した肘掛・脚部着脱式車椅子
は，肘掛と側板を取り外すことで，ベッドから車
椅子座面への水平移動が可能となり，脚部が大き
く開くことで，フットレストと患者の下肢のぶつ
かりを予防できる。立ち上がりが不十分な患者へ
の使用が勧められているが，臨床現場ではあまり
使用されていない。標準型車椅子と着脱型車椅子
で移乗動作を分析した研究はみあたらず，その違
いを明らかにする必要があると考えた。また，移
乗動作の研究では，患者の自立にあまり焦点が向
けられていない。患者の能力を引き出す援助は，
患者の自立を促し，結果的に介助者の負担を減ら
すと考える。
 
 
 本研究の目的は，標準型車椅子と着脱型車椅子
で，患者と介助者の身体的負担と安心感，そして
安全と患者の自立について明らかにするものであ
る。第一段階の病院に勤務する看護師，ヘルパー，
理学療法士を対象とした移乗に関するアンケート
の目的は次の通りである。1）普段行っている移乗
方法を明らかにすること，2）着脱型車椅子の使用
経験の有無を明らかにすること，3）ひやっとした
経験や自立に向けた援助について明らかにするこ
と，以上である。第二段階の全面的な介助が必要
な患者 5 名を対象とした移乗動作解析とアンケー
トの目的は次の通りである。1）動作解析より，移
乗時間，患者・介助者の立ち上がりの高さ，足位
置，車椅子の設置角度，構え時の患者・介助者の
体幹前傾角度を明らかにすること，2）アンケート
と参加観察より，TSS，標準型と着脱型の移乗動作
の違い，自立に向けて実施した援助を明らかにに
することである。 
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1．第一段階：移乗に関するアンケートの結果 
 A 病院に勤務する看護師 23 名，ヘルパー21 名，
理学療法士 3 名から回答が得られた。看護師は 50
代，ヘルパーは 20 代が多かった。経験年数の平均
は，看護師 23.4 年，ヘルパー5.8 年だった。一人
介助の移乗回数が最も多いのはヘルパーで，一日
平均 8.4 回，次いで理学療法士の 5.0 回だった。介
助の方法はいずれの職種も中足法での実施が多く
全体の 95.7%，外足法は 17.0％が実施していた。
着脱型車椅子の使用経験は，80.9％がありと答え
た。腰痛は時々ありが 66.0％，移乗に対する自信
は，23.4％はどちらかと言うとないと答えた。自
立に向けた援助は 68.1％が行っていると答え，そ
の内容は声かけ 11，残存能力を生かす 12，見守り
3，環境調整 2 が多かった。78.7％はひやっとした
経験があり，フットレストに足がぶつかった 18，
肘掛に殿部が当たった 1，着座が浅くずり落ちそう
になった 3 が多かった。 
2．第二段階：移乗動作分析とアンケートの結果 
1）患者と介助者の概要 
 A 病院に入院する患者 5 名と，普段移乗を行っ
ているヘルパー5 名の協力が得られた。患者の年齢
は 68～90歳，疾患名は脳梗塞や人工膝関節置換術
後，大腿骨頚部骨折，頚椎症性脊髄症などであっ
た。移乗には中等度から最大介助が必要な者であ
った。介助者は男性 1 名，女性 4 名で，ヘルパー
としての平均経験年数は，8.2±4.1 年だった。 
2）移乗動作分析の結果 
 2種類の車椅子で，ベッドから車椅子への移乗を
それぞれ 2 回行った。患者は 3 箇所，介助者は 7
箇所に反射マーカー（ライブラリー社製）を貼付
し，移乗の様子を 2 台のビデオカメラ（SONY 社
製ハンディカム）で撮影した。画像解析には，二
次元動画計測ソフト Move‐tr/2D7.0J（ライブラ
リー社製）を使用した。分析はいずれもウイルコ
クスンの符合付き順位和検定を行い，有意水準は
5％未満とした。 
 移乗時間（構えから着座まで）は，標準型 4.95
±0.9 秒，着脱型 4.98±0.99 秒で有意差はなかっ
た。患者の立ち上がりの高さは，左右の肩峰を結
んだ線の中点から 15cm 直下につけたマーカーの
軌跡から測定した。標準型 18.72±11.44cm，着脱
型 21.25±12.11cm で有意差はなかった。介助者の
立ち上がりの高さは，患者と同様，左右の肩峰を
結んだ線の中点から 15cm 直下につけたマーカー
の軌跡から測定した。標準型 8.55±4.95cm，着脱
型 5.87±3.96cm で有意差はなかった。また横方向
への移動距離は，標準型 40.23±14.04cm，着脱型
36.69±14.44cm で有意差はなかった。全員が中足
法による介助で，移乗中は両足とも移動していた。
介助者は患者の体重をベッド側の大腿前面で受け
て，持ち上げて移動しており，その移動範囲は車
椅子側足部に比べて大きく，着座時には車椅子の
座面に向かって足を踏み出す格好となっていた。
なおこれらの分析では，患者の自立度が高かった 1
ペアは分析から除外した。 
車椅子の設置角度は，標準型 24.94±7.05 度， 
着脱型 28.65±4.96 で有意差はなかった。患者の
構え時の体幹前傾角度は，標準型 11.84±6.30 度，
着脱型 10.49±4.00 度で有意差はなかった。介助
者の構え時の体幹前傾角度は，標準型 24.86±6.98
度，着脱型 20.79±4.80 度で有意差はなかった。 
TSS は水戸ら（2004）が開発した移乗動作主観 
得点である。安定感，安心感，移動のしやすさ，
麻痺足保護感，身体負担感の 5 項目を 7 段階で評
価するもので，得点が高いほど評価が肯定的であ
ることを示す。患者の合計点は，標準型 14.67±
5.75 点，着脱型 14.17±2.86 点，介助者の合計点
は，標準型 14.83±3.19 点，着脱型 14.00±5.10
点でいずれも有意差はなかった。標準型と着脱型
で移乗のしやすさに違いはあったかという質問に，
患者 3 名，介助者 4 名があったと答えた。また違
いの内容について，フットレストがないので足が
ぶつかる心配がなく安心だった，肘掛がない分障
害がなく移乗しやすい，移動するとき楽だったな
どの意見があった。移乗中の臀部と車椅子の接触
は，標準型・着脱型いずれもなかった。足と車椅
子の接触は，標準型で 7 件，着脱型で 3 件みられ
た。 
今回の結果から，標準型と着脱型の移乗動作や 
移乗のしやすさについて客観的なデータからは違
いは明らかでなかった。着脱型では，意見として
は移乗しやすいということが述べられており，ま
た車椅子と足の接触も少なかったことから，対象
数を増やして検討を重ねる必要がある。また今回
の患者は，移乗中も足底が床に接地しておらず，
また上肢の力も利用されていなかった。今後，患
者の自立を促し，介助者の負担を減らすような方
法について，動作分析から検討を進めていきたい
と考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 研究の成果は，日本看護学会 成人看護Ⅱ(2009
年 9月開催予定)で発表予定である。 
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図 1 介助者の背中の軌跡
標準型 
図 2 介助者の背中の軌跡 
着脱型 
